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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○平山委員長 それでは、皆様、おはようございま

す。 

  ４月の選挙によりまして新しい市議会が構成さ

れてから初めて迎える定例会でありますし、また

常任委員会となります。私も大任を拝しまして、

ちょっときょうは緊張しておりますので、皆さん

のご協力いただきながら円滑に進めていっていた

だきたいと思います。 

  また、執行部の皆様におかれましても、４月の

定期異動によりまして、多くの職員さんが異動さ

れたようです。本日は付託議案がない所管課につ

きましても、今後説明員として委員会に出席いた

だく職員の皆さんにご足労をいただき、職員紹介

をお願いしたいと思っております。 

  それでは、今定例会における委員会の審査の方

法について申し上げます。 

  審査は、各担当課ごとに行い、それぞれ常任委

員会、予算審査特別委員会（第一分科会）の順に

審査いたします。 

  審査の日程は、お手元に配付の次第のとおりで

ございます。 

  今定例会で当常任委員会に付託された案件は、

条例案件１件でございます。また、予算審査特別

委員会（第一分科会）に付託された案件は、一般

会計補正予算案件１件でございます。 

  本日は企画部から審査を行い、本日中に議会事

務局まで終了する予定でございますので、皆様方

のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

  また、各委員におかれましては、慎重なる審査

をお願いしますとともに、円滑な進行にご協力い

ただきますようお願い申し上げて、挨拶といたし

ます。 

  それでは、まず初めに、きょう藤村議員が欠席

のことをお伝えしておきます。 

  それでは、ただいまから総務企画常任委員会を

開会いたします。 

  次第により、順次進めてまいります。 

  ここでお諮りいたします。本日の審査について、

公開とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○平山委員長 異議がございませんので、本日の審

査を公開といたします。 

  なお、審査に関し、傍聴希望者がありましたの

で、委員会条例第17条に基づき、これを許可いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 午前１０時００分 

○平山委員長 まずはそれでは、企画部から審査を

始めます。 

  審査に先立ちまして、片桐企画部長からご挨拶

をいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○片桐企画部長 （挨拶。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画情報課の審査 

○平山委員長 それでは、企画情報課の審査に入り

ますが、今回企画情報課につきましては、常任委

員会に対する付託案件がありませんので、ごめん

なさい。ちょっと前へ戻ります。 

  申しわけございません。企画情報課の皆さんの

ご紹介をまずはお願いしたいと思います。すみま

せん、ちょっと順次をはき違えました。申しわけ
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ありません。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 よろしくお願いします。ありがとう

ございました。 

  それでは、先ほどに戻りまして、企画情報課の

審査に入りますが、今回、企画情報課につきまし

ては常任委員会に対する付託案件がありませんの

で、予算審査特別委員会（第一分科会）に切りか

えて審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４７号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○平山委員長 初めに、議案第47号 平成25年度那

須塩原市一般会計補正予算（第２号）を議題とい

たします。 

  執行部の説明を求めます。どうぞ着席しておや

りください。 

○藤田企画情報課長 （議案第47号について説

明。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、この件に関して質疑、

またご意見等を許します。 

  副委員長。 

○鈴木副委員長 ご説明いただきまして、発破でや

るということで、早期工がいいということだったん

ですが、予算に関しては発破のほうが高くはなりま

すよね。発破のほうが高くなるでしょうと思うんで

すけれども、逆にＮＴＴと、どうせ次回どういう考

えだったかちょっとわかりませんけれども、抱き合

わせでやるというのはいいことだと思うんですけれ

ども、先に要するに今年度できるんであれば、今年

度逆にやって、完成後ではなくて、先にやったほう

が合理性があるんではないかと。     の関係

はどうなっているのか。要するに早期に完成以前に

できたほうがよかったじゃないか。あと費用関係は

どういうふうに見ているのか、２点ちょっと教えて

ください。 

○平山委員長 藤田課長。 

○藤田企画情報課長 今ご質問あった件なんですけ

れども、工事につきましては先ほどご説明させて

いただいたとおり、今年度並行してやる、ダイナ

マイト掘削を並行してやるというようなことにな

ります。したがいまして、ＮＴＴインフラネット

のほうも土工に関しては、やはりそんな得意分野

じゃないものですから、トンネルの本体業者のほ

うに発注するというような形になると思いますが、

いずれにしても同時施工ということでやるもので

すから、経費的な部分についても安価に上がる、

工期的にも短縮できるというふうに考えていると

ころでございます。 

○鈴木副委員長 それは了解しているんです。そう

じゃなくて、最初から岩盤であろうと当初の地盤で

あろうと、一緒にやってもらったほうが安価かどう

かの検討はしてありましたか。 

○平山委員長 課長。 

○藤田企画情報課長 今の件につきましては、大田

原土木事務所との協議の中で、まずは本体掘削を

先行するというところの中で、それが済んだ段階

で、要は情報管のまず掘削に入ってくださいとい

うような、私どものほうは占用者の立場なもので

すから、そういうような形での工程でお願いしま

すというようなところで進めてきたというような

ところでございます。 

○平山委員長 鈴木副委員長。 

○鈴木副委員長 打ち合わせの中で、２回、一度埋

めたものをまた掘るというのはやっぱりお金がかか

る作業なので、その辺を考慮して、岩盤であろうと

なかろうと、合理性のある施工を心がけたほうが、
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できるのであれば、そのほうがスムーズに工事が終

わるんじゃないかなというあたりの検討がされてい

たのかどうかのことなんですが、そうではなくて、

指示どおりやったということで、やった中で変更が

生じたというふうに私としては理解しております。

それでよろしいですか。 

○藤田企画情報課長 おっしゃるとおりでございま

す。 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  ほかに質疑はございませんか。 

○君島委員 すみません、これは占用物件で道路の

下に多分入れるんだろうと思うんですけれども、

この場合には通常の占用と同じように、１ｍ20以

下に入れるということなのか。 

  それともう一つ、これはＮＴＴと一緒というこ

となので、今結構はやりになっています共同溝的

な形をするのかということで、そうすれば、ある

程度千何百ｍのトンネルの中においてもマンホー

ルの部分で、ある程度の修繕といったものが、今

後は維持管理の部分で可能になってくるんで、そ

ういう形をとるのかだけ、ちょっとお聞きしたい

んですが。 

○平山委員長 藤田課長。 

○藤田企画情報課長 ただいまの件なんですが、共

同溝という形ではなくて、マンホールは同一マン

ホールなんですが、その同一マンホールに５本の

管が要するに埋設されているというような形で、

４本はＮＴＴのもの、１本がうちのものというよ

うな形をとります。あくまでも管路で５条埋設す

るというような形をとらせていただきます。 

  あと、掘削深の話なんですが、道路法では通常

１ｍ20以上ということですが、ここについては、

やはり大田原土木事務所との協議に基づく指示と

いうことで1.5ｍ、管底で1.5ｍ確保しています。 

○君島委員 はい、わかりました。 

○平山委員長 よろしいですか。 

○君島委員 はい。 

○平山委員長 ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 では、質疑はないようなので、質疑

を終了し、討論を許します。討論はございません

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 じゃ、討論はないようですので、討

論を終結、採決いたします。 

  議案第47号 平成25年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○平山委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第47号につきましては、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次に、次第にはございませんが、そ

の他で委員の皆様から何かございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 企画情報課の皆様からはその他で何

かございますか。 

○片桐企画部長 （お知らせ。） 

○君島委員 （政策研究会の講師の経歴について問

う。） 

○藤田企画情報課長 （政策研究会の講師の経歴に

ついて。） 

○平山委員長 そのほかその他でございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 じゃ、ないようですので、これで企

画情報課の審査を終了いたします。 
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  大変お疲れさまでした。ありがとうございまし

た。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時１７分 

 

再開 午前１０時１８分 

 

○平山委員長 では、休憩前に引き続き会議を開き

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎秘書課の審査 

○平山委員長 秘書課の皆様がお見えになりました

ので、職員のご紹介をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  今回の秘書課関係のほうの付託案件はございま

せん。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございましたら。ありません

か。 

○山本委員 （広報について質問） 

○菊池秘書課長 （答弁） 

○平山委員長 委員の皆様から何かございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 秘書課の皆様からその他で何かござ

いましたらお願いします。 

〔「特別ございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 じゃ、ないようですので、これで終

了いたします。今後もとよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時２１分 

 

再開 午前１０時２２分 

 

○平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民協働推進課の審査 

○平山委員長 市民協働推進課の皆様がお見えにな

りましたので、職員の方のご紹介をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 それでは、市民協働推進課の審査に

入りたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４８号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○平山委員長 議案第48号 那須塩原市特別職の職

員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条

例の一部改正についてを議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

○大武市民協働推進課長 （議案第48号について説

明。） 

○平山委員長 ありがとうございます。説明が終わ

りましたので、質疑とご意見等を許します。 

  山本委員。 
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○山本委員 今の説明の中で、先日議案質疑の中で

も出ていたんですけれども、この国際交流員の報

酬の額を教育委員会の外国語指導助手と同じとい

うふうに考えて、ここで月額というふうに決めた、

その理由についてもう少しお聞きしたいのと、実

際に今、外国語指導助手は幾ら払っているのかに

ついてお聞かせいただきたいと思います。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 まず、定め方ですけれど

も、35万円以内ということであります。ＪＥＴプ

ログラムのほうでは年によって募集条件が変わる

可能性がございます。あくまでも海外でこういう

条件でという募集でありますので、ある程度幅を

持たせた金額にしておかないと、条例改正、その

都度やればいいという話であるかもしれませんけ

れども、その範囲内でという定め方をさせていた

だいたものです。 

  じゃ、具体的に教育委員会の外国語指導助手の

金額については、現在月額30万円という金額で雇

用しているということです。いろいろ勤務条件や

何か必ずしも一致しているものではありませんの

で、そのとおりにするかどうか、ちょっとまだ何

とも申し上げられませんけれども、その額にしな

い可能性はもちろんございますので、あくまでも

参考ということにはなるとは思いますけれども、

今は30万円で雇用しているということでございま

す。 

  以上です。 

○平山委員長 ありがとうございます。 

  山本委員。 

○山本委員 この金額については、次の予算のほう

などとも関係するので、ちょっとここで聞くべき

かはあれなんですが、ＪＥＴプログラムというの

はあくまでも語学を教えるということに特化して

いる部分が多い団体だと思っています。多分そう

だったと思います。以前に那須塩原市はそのＪＥ

Ｔプログラムで来ていた方に関していろいろなこ

とがあって、今は一切そことはかかわっていない

というふうになっていると思いますが、国際交流

員は語学を指導することではないというふうに趣

旨の中には書いてありまして、国際交流の促進と

いうことで条例を改正するんだということが書い

てありますが、その辺について、これはどういう

ふうに考えてここに頼んだのか。あと、ほかにも

団体たくさんあると思うんですけれども、ほかの

ことは考えなかったのか。以前何かあったという

ようなことについてはどのように捉えて、それを

ここに反映させたのかお聞かせいただきたいです。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 今回はＪＥＴプログラム

を活用してということでございます。ＪＥＴプロ

グラムでは大きく分けて３つの職種があります。

一般的には、一番人数的にも多いのが山本委員さ

んおっしゃったとおり、外国語指導助手ですね。

ＡＬＴと呼ばれているものです。その方々たちが

日本全国で今約4,000人いらっしゃいます。もう

一つの職種、３つと言いましたけれども、まず１

つは外国語指導助手、それともう一つは、今回議

案として出している国際交流員、それともう一つ

はスポーツ交流員という３つがあります。そのス

ポーツ交流員というのはスポーツの専門家で、簡

単に言うとオリンピッククラスの選手ということ

で、数的には全国でも10本の指ぐらいの人数ぐら

いしかおりません。それと先ほど言った4,000人

いる外国語指導助手、それと今回の国際交流員と

いうのは全国的には365人ほどいるというような

内容になっています。そのうち、今回はその国際

交流員。そして１人を招致したということなので、

そのときの職種が外国語指導助手とは違う。当然

やっていただく業務も違うし、参加者のスキルも
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当然違うということでございます。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 わかりました。ＪＥＴプログラムは青

年招致というふうに書いてありますね。先日の議

会とか全協の説明では、何かやっぱり教育関係の

ほうにたくさん時間を割くみたいな形ではあった

んですが、この方が国際交流に大変多分役立つか

ら雇うということなんですが、なぜ学校だけに入

る今のＡＬＴと違うのに、同じ基準で月額で雇う

ことにしているのかについては、どうもいまいち

納得ができないんですが、そのように決めて企画

部の中で雇うというのはどういう理由なんですか。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 実際にやっていただく業

務の内容も関係してきますけれども、説明の中で

は、今まで例えば小中学校だとか、あるいは保育

園だとかという説明をしてきましたけれども、単

にやっていただく業務の内容はそれだけではあり

ません。もちろん商工観光のほうでもやっている

海外都市との産業観光の交流ですとか、あるいは

当然企画部で所管している各種団体、例えば国際

交流協会のイベントに関する事業ですとか、そう

いったものを教育委員会だけに特化しないで全庁

的な業務、全庁にわたっていろいろやっていただ

くということで、教育委員会でもなし産業観光部

でもなし企画部でというような考えでこちらにお

出ししているものでございます。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 最後になりますが、そういうことであ

ると大変知識も豊富で、いろいろな経験のある方

でないとできないだろうな。日本語もかなりでき

ないと難しいだろうなと思うんですが、この間決

まっているとはおっしゃらなかったんですが、何

歳の方をお雇いになる予定なんですか。７月の末

に来るというのに全く何も当てがないということ

はないと思いますので、そこだけお聞かせいただ

きたいと思います。 

○平山委員長 課長、どうぞ。 

○大武市民協働推進課長 候補者についてはリスト

アップはされてきております。内々にはですね。

ただ、まだ正式には決定しておりませんので、今

ここの時点で申し上げるにはいかがなものかなと

思うんです。 

  ただ、先ほどから言っている青年なんですけれ

ども、実際ＪＥＴプログラムの中では、年齢の制

限というのはないというふうに聞いております。

そうかといって40歳の人を青年とは一般的には呼

ばないので、実際にほかへ来ていただいている交

流員の例を見ると、やはり20代が最も多い。向こ

うで大学を終わっているというような方が最も多

いというのが実例でございまして、中年と言うと

あれですけれども、見るからに青年というのはも

うはっきりしているというような情報はいただい

ています。よろしいですか。 

○山本委員 結構です。 

○平山委員長 ほかに質疑はございませんか。 

○鈴木副委員長 委員長。 

○平山委員 今回の国際交流ということで幅広く全

庁的に諮ってこれからということなんですけれど

も、まだ男性か女性かもわかっていないですね。

まだ今人選中というところで。あとこれからなか

なか国際的な語学というと英語圏が大体主なんで

しょうけれども、今回はフランスということで、

また今後ともこれから例えばドイツとか、そうい

うような幅広いところからの招致があるのかなと

思うんですけれども、昨年の11月にフランスに行

ったというのとは関係はないと思うんですけれど

も、それについてちょっと。 

  あとは、例えばＡＬＴの方なんかもホームシッ

クなんかで途中で帰ってしまったなんていう例が
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あるんですね。そういうことはないと思うんです

けれども、そういうものの対処というか、大雑駁

なんですけれども、そんな大枠でちょっとお聞き

したいと思うんです。 

○鈴木副委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 まず、今回フランス語圏

からということなんですけれども、一般的に国際

交流というと、どうしても英語を中心に考えがち

なんだと思うんです。英語ができれば、国際人じ

ゃないですけれども、どうしても英語中心ではあ

るんですけれども、ただ、あくまでも国際交流で

すから、英語に限らず、例えばアジアの諸国です

とか、あるいはヨーロッパあたりも広くあります

し、あるいはアフリカ圏は今後は注目されていく

ということで、今回たまたまフランス語というこ

とですけれども、可能性とすれば英語ばかりじゃ

なくて、今後フランスに限らず別な効果があると

いうことであれば、それが実証できれば、別な国

からも招致する可能性とすれば英語に限らず国際

交流という広い捉え方も可能ですので、そういう

ふうなことも考えていく必要があるのかなと思い

ます。 

  それと、どうしても交流員、単身で外国から来

ていますので、いろいろ精神的に孤独感だったり

とかということは事例としてはあるというふうに

は、ＪＥＴプログラム関係のほうからは聞いてお

ります。ただ、それを解消するために、ＪＥＴの

ほうでも交流員同士のネットワークですとか、あ

るいは期間の１年間の間に何度か東京で中間研修

ですとか、そういったフォロー体制はとられてお

りますので、そうかといって、じゃ全く心配ない

かということはありませんので、その辺は職員以

外でもいろいろ担当部局としても生活の面でもフ

ォローできる分はしていきたいなとは考えており

ますけれども、プログラムの中ではそういったメ

ニューも用意されているということでございます。 

○鈴木副委員長 委員長。 

○平山委員 もう７月にお迎えするということで、

関係の職員の方は大変ご苦労かと思うんですけれ

ども、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

○平山委員長 そのほかに質疑はございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 じゃ、質疑がないようなので、質疑

を終了し、討論を許します。討論ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 よろしいですか。 

  じゃ、討論がないようですので、討論を終結、

採決いたします。 

  議案第48号 那須塩原市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正については、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議あり」と言う人あり〕 

○平山委員長 挙手により採決をいたします。 

  議案第48号に関して賛成の方の挙手をお願いい

たします。 

〔賛成者挙手〕 

○山本委員長 ありがとうございます。 

  挙手多数と認めます。 

  よって、議案第48号 那須塩原市特別職の職員

で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例

の一部改正については、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４７号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○平山委員長 それでは、ここで続きまして予算審

査特別委員会（第一分科会）に切りかえて審査を
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行います。 

  議案第47号 平成25年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○大武市民協働推進課長 （議案第47号について説

明。） 

○平山委員長 ありがとうございました。説明が終

わりましたので、質疑とご意見を許します。 

  君島委員。 

○君島委員 国際推進費の中で国際交流員、それか

らオーストリアへの海外都市交流事業、これらに

つきまして、なぜ当初予算で乗せなくて６月補正

に計上されたんですか。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 まず、国際交流員のほう

ですけれども、交流員を招致する場合には、自治

体国際化協会のほうにも招致したいということで

手続が必要になります。それが締め切りが２月だ

ったわけですけれども、当然、当初予算では庁内

の当初予算の提出の締め切りが12月だったわけで

すから、端的に申し上げますと、その12月の時点

には間に合わなかったということでございます。

ということで、今回の６月補正になったというこ

とであります。 

  それと、オーストリア派遣につきましては、こ

の派遣のきっかけになったのが、駐オーストリア

大使の岩谷大使が市役所へお越しになったのが直

接のきっかけでございます。お越しになったのが

２月でした。ということだったものですから、そ

れを受けて、答礼のためのオーストリア訪問と併

せてリンツ市役所に行きたいということでしたの

で、当然２月ですので、これも当初予算では無理

があるということで、今回で、あくまでも答礼の

ためですので、余り時期を失することなく、なお

かつ、10月には中学生もオーストリアに行くもの

ですから、その時期に合わせてということになり

ますと、今回の６月補正でということで今回計上

させていただいたものです。 

  以上です。 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  君島委員。 

○君島委員 それで、理由につきましてはどちらと

も締め切りが２月あるいは大使が来たのが２月と

いうことなんですけれども、そういうことで、当

初にはちょっとのせるのがのせられなかったとい

う理由なんですが、であれば、計画がわかってい

るものであってするものであれば、なぜ５月の６

月議会に向けた全協まで全然計画等の説明がなさ

れなかったんですか。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 これについては特に国際

交流のほうについてはもちろん庁議で決定したん

ですけれども、庁議の決定が４月ということでし

た。４月の庁議で決定したということでしたので、

それと併せてオーストリア派遣についても４月の

庁議ということでしたので、そこで決定いただい

たものですから、それからの手続ということで５

月の全員協議会でご説明となったということでご

ざいます。 

○平山委員長 君島委員。 

○君島委員 余り難しく。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 オーストリアのほうは庁

議での決定はなかったということです。私の勘違

いで、申しわけありませんでした。 

○平山委員長 君島委員。 

○君島委員 庁議の決定は、国際交流については４

月に入ってからということだったということなん

ですけれども、協会のほうの手続、関係について
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はもう２月の段階でしているわけですよね。そう

いったものの手続がされていて、また大使につい

ては庁議で決定ということがとられてないという

ことで今回予算に上がってきているというんで、

私のほうで聞きたいのは、なぜ全協とか、そうい

うのでそういう手続がされ、こういうことが進ん

でいるのに説明がされなかったのかという部分を

お聞きしたいんですが。 

○平山委員長 部長。 

○片桐企画部長 なぜ全協でという部分でございま

すけれども、これは極めて内部的な話にはなりま

すけれども、正直申しあげまして所管をどうする

かというのもございましたので、その辺のところ

をどういう形でいくのかというのが４月にずれ込

んでしまったというような形で、全協で報告とい

うことで決定するのは４月でもできたかもしれま

せんけれども、そこまでは間に合わなかったとい

うことでございます。 

○平山委員長 君島委員。 

○君島委員 ただ、これ通常であればそんなに目に

つかないと思うんですけれども、これは企画部だ

けじゃないんですけれども、ここ１年間というの

は、何かいろいろな新規事業とかにつきまして、

思いつきみたいな補正のことでぽつ、ぽつと上が

ってくる可能性が多いんですよね。当初予算のと

きにきちんとしたその年の計画を立てた中で私ら

のほうとしては予算編成をしていただきたいなと、

このように思っているものですから、この辺ちょ

っとつじつまが合わないところでお聞きしながら、

その辺の今度企画部なりでの見直しをしていただ

ければと思っているんですが。 

○平山委員長 部長。 

○片桐企画部長 君島委員おっしゃられるとおりの

ところもございます。ただ、いろいろな事案がそ

の都度、その都度いろいろ発生してくるという中

で、当初予算に間に合わないものについて補正予

算で必要であればお願いをしていくというところ

で、今回の議案についてそのような形で計上させ

ていただいたというものでございますので、当初

予算にそういった事案、既に間に合っているので

あれば、当然当初予算に計上したいというふうに

は考えてございます。先ほど申し上げましたよう

に、その途中途中で発生してくる事案に対して柔

軟に対応というのも必要な場合もありますので、

必要性を把握しながら補正予算で計上させていた

だくということでございますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

○平山委員長 君島委員。 

○君島委員 わかりました。ただ、必要性というの

は当然出てくると思います。当初予算で組んでも、

実際に実施してみたら金額的に不足が生じたとか、

そういう部分で増額補正しなくちゃならないとか、

そういういろいろな例はあるとは思うんですが、

ただ、いろいろな計画について、思いつきのよう

な形での補正予算だけは慎んでいただきたいと、

このように思っておりますので、よろしくお願い

をいたします。 

○平山委員長 ほかに質疑ございませんか。 

  玉野委員。 

○玉野委員 聞き落としてしまった数値の件なんで

すが、547万3,000円の内訳は採用したらばに聞き

ました。その後に472万円という言葉があったん

ですけれども、その辺のことをもう少し。 

○平山委員長 課長、お願いします。 

○大武市民協働推進課長 472万円という金額は、

普通交付税の基準財政需要額に算入した金額です。 

○平山委員長 よろしいですか。 

○玉野委員 はい。 

○平山委員長 ほかに。 

  山本委員。 
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○山本委員 今、君島委員の話を聞いていて、そこ

の部分は今お尋ねしないんですが、所管をどうす

るかということが間に合わなかった、当初出せな

い理由だったみたいなお話をされたんですが、予

算というのは物事の何かやるという事業があって、

その事業があれば、その事業というのは所管はど

こかというのがおのずと決まってくるものではな

いかと思います。 

  今のお話を聞いていると、何か予算ありきで、

その後に何か事業をくっつけて、じゃ、どこに持

っていくべとやったようなイメージだったのです

が、このまずフランスから国際交流員を招致する

ということは、どこの、何月何日、誰がどういう

ふうに言い出して、計画というのは何がきっかけ

で出てきたのかということを、もう少し明確にお

話しいただきたいです。 

○平山委員長 課長、お願いします。 

○大武市民協働推進課長 まず、直接のきっかけに

なったのはやはり去年ですね。産業観光の関連と

都市交流ということでフランスへ行ったのがきっ

かけでございます。 

○山本委員 10月に行かれた。 

○大武市民協働推進課長 そうですね。そこで自治

体国際化協会というところのパリ事務所というの

があって、そこでいろいろ訪問について、フラン

スへの研修について打ち合わせする中で、こうい

ったものを活用できないのかという話が出て、そ

れがきっかけになったというふうに聞いておりま

す。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 ３月の当初予算の予算書を見ますと、

１項10目の国際交流費の国際交流推進費の101事

業というものの中には、全くそういうものが感じ

られないんですね。ここの入っているものという

のは。今のお話ですと、10月にそういう産業観光

のことで副市長以下何名かが行かれたのはわかっ

ているんですが、そこでそのような国際交流とい

うような話が出たのであれば、少なくとも当初の

予算のところに何かそれに関しての何か研究会を

するとか、何かするというのは普通はあってしか

るべきだと思いますのに、そういうものがなく、

何かお金を払うのが間に合わなかったとかなんと

かという、どうも後からつけ足したようなイメー

ジを持ちます。所管をどうするか、こうするかと

迷ったというのは、どことどことどこでどういう

ことで決まらなかったのかお聞かせください。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 所管はどこだということ

なんですけれども、まずはその発端になったのは、

そのフランスへ行った産業観光のことでしたので、

じゃ産業観光に特化した交流という形ではどうな

のかという話は、当然出てまいりました。ただ、

そうすると、産業観光部だけでの事業ということ

になります。そうすると、例えば産業観光部にし

てみれば、ほかのいろいろな全庁的な事業をやっ

てもらうときには、産業観光部だけでは対応し切

れない。あるいは教育委員会のほうでは、例えば

小中学校での活用が考えられますけれども、教育

委員会所管にしてしまっては、そのほかの例えば

民間団体でのイベントの中でも活用はなかなか難

しくなるというようなことで、最終的には全庁で、

先ほど申し上げましたとおり、全庁的に活用する

のであれば企画部でというような結論になったと

いうことでございます。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 それはわかりました。であるならば、

もう少し皆さんで、せっかくこれだけのお金を使

って若い方をお呼びするのであれば、何も６月の

補正に慌てて出してこなくても、１年、あと半年

なり10カ月なりしっかりと計画を練って、来年の
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４月から呼んできても何も困らないように思うん

ですが、繰り返しになるんですが、なぜ急いで、

大急ぎでこの６月に決めて、７月の末にはもうや

って来るというふうに説明ありましたよね。３年

から５年だというような説明もありましたけれど

も、その理由が、なぜそしてフランスなのかとい

う理由がいまいち納得できないんですけど。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 まず、ＪＥＴプログラム

を活用してということになりますと、もう年間の

スケジュールがほとんどもう決まってしまってい

ます。例えばうちのほうから10月からにしてくれ

と言っても、ＪＥＴプログラム全体で企画してい

る事業ですので、那須塩原だけじゃ１人別枠で10

月からというわけにいかない。もう今回の国際交

流についてはもう７月末に来日というのはもうＪ

ＥＴのほうで決まっているものですから、うちの

ほうだけおくれて半年  というわけにはいかな

いということであります。 

  それと、なぜフランスかということなんですけ

れども、これは先ほども申し上げましたとおり、

きっかけになったのがフランスへの産業都市の研

修ということと、あとは、必ずしも英語だけが国

際交流ではないというような考えといったものも

あって、じゃ、フランスじゃなくてもいいという

のもあるんですけれども、英語にこだわらずに選

定したということでございます。 

  以上です。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 聞けば聞くほど、何か相手に合わせて

招致をしているのかなというふうに、私にはそう

いうイメージしか湧かないんで、これについては

聞きませんが、今フランスかという話なんですが、

今国際的にもちろん英語は一番なんですが、一番

話されている言語は、多分中国語だと思うんです

ね。フランス語は多分公用語としては５位ぐらい

であっても、母語として使っているのは10位とか

11位ぐらいで、先日突然出てきた上海への市の海

外から誘客するために事務所を置くというような

話からすると、当然中国人を招聘するというよう

なことのほうが、ずっと市のやっている事業と整

合性があるように私には感じられるんですが、そ

ういうことは急がずに、そのフランス、フランス

というところについては何か違和感を感じます。

これは答えは結構です。 

  もう一つ、オーストリア大使が来庁したのが２

月21日だというふうに説明があったと。前のとき

にあったと思うんですが、この本来の目的は何だ

ったんですか。まず答礼するというようにおっし

ゃっていましたけれども、何もなくてオーストリ

ア大使がいらっしゃらないと思うんですね。その

目的は何だったのか、お聞かせいただきたいです。

どこからも説明がなかったと思う。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 大使がお見えになったこ

とについては、私どものほうの課で所管したわけ

ではないので、伝聞になってしまうんですけれど

も、公式訪問ではなかったように聞いております。

大使が、私が聞いた中では、大震災の被災地へも

行きたかったということなので、その途中にうち

とリンツ市の中学生の交流の話を聞いたので、立

ち寄られたというふうにはお伺いしております。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 今、お聞きしてびっくりしたんですが、

所管のところで補正を出しているにもかかわらず、

そしてこのオーストリアへの副市長への派遣につ

いては、あくまでもオーストリア大使が来庁して、

それに対して答礼だというふうにおっしゃってい

るのに、何が目的にいらしたのか、こちらが所管

じゃないからわからないという、そういう答えは
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議員に対して失礼なんじゃないですか。それって

何なんですか。それで予算通せと言うのはちょっ

と今信じられないお言葉なんですが、本当なんで

すか。本当に何でいらした。公式ではないとか、

どうして来たのかわからないのに、こういう補正

を出してくるんですか。 

○平山委員長 部長。 

○片桐企画部長 今の議員のご質問の関係で、私も

その場にいたわけではないんですけれども、私が

聞いている範囲では、そのオーストリアとの交流

のさらなる促進というような形で大使からお話が

あったというふうには聞いてございます。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 さらなる促進で、ぜひ副市長にいらし

ていただきたいというお話があったんですか。市

長にということだったんじゃないですか。 

○片桐企画部長 市長に来てほしいという、私のこ

れは中に入っていたわけじゃないので、伝聞です

けれども、おいでいただければという話があった。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 リンツへ中学生がお世話になっている

ことは確かだし、当然今までも市長がもう行かれ

てもいいんじゃないかということは、何度か私的

にお話ししたこともあるんですけれども、今まで

一度も行っていなかったと思います。前市長も。

なのにわざわざ２月21日にいらしたというのは、

やはり何か目的があったんだろうなというふうに

思いますが、例えばいなかったからわからないと

言っても、ここに補正がその答礼のためだと出て

いるのに、知らないというのはやっぱりおかしな

話で、例えばこの中で友好都市とか姉妹都市を結

びたいというようなお話はあったのかどうかにつ

いておわかりなのかならないのかわからないんで

すが、お聞かせいただきたいです。 

○平山委員長 質問の途中なんですけれども、暫時

休憩入れます。すみません。 

 

休憩 午前１１時０６分 

 

再開 午前１１時０９分 

 

○平山委員長 休憩前に戻りまして、続きをやりま

すね。 

  そのほかの質疑はどうでしょうか。 

  山本委員。 

○山本委員 １つだけ今海外都市交流事業のオース

トリアに副市長が行かれるということに関しては、

やはり私としては、市長が訪問するということは

失礼に当たらないことなんだろうなというふうに

思うんですけれども、議案質疑の中でも６日間が

どうこうという話が出ておりましたが、そのお礼

というようなことでありがとうございましたであ

るならば、何も中学生と同じ時期に合わせて市長

が忙しいからみたいなことで行かれなくても、も

う少し時期をおくらせてでも、１日でも２日でも

市長が行かれたほうが、やはりそれは理にかなっ

ているというか、向こうが副市長対応したから、

こちらもいいだろうというのは、何か私としては

ちょっと納得できないところがあって、こちらお

世話になって８年もたっているので、そこら辺の

ところは庁議で決まったということであるならば、

皆さん、それでよしというふうに考えたのですか。 

○平山委員長 課長。 

○大武市民協働推進課長 先ほど私、間違って答え

てしまって訂正させていただきたいんですけれど

も、オーストリア派遣については庁議では諮って

いません。申しわけございません。 

○平山委員長 山本委員。 

○山本委員 ということは、これは誰が決めたので

すか。どこで決まったんですか。どこで決まって
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ここに出てきた。 

○平山委員長 片桐部長、お願いします。 

○片桐企画部長 これは市長の判断でございます。 

○山本委員 そうですか。了解しました。結構です。 

○平山委員長 よろしいですか。 

○山本委員 はい。 

○平山委員長 ほかに質疑はございませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 じゃ、質疑はないようなので、質疑

を終了し、討論を許します。討論はありますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 討論はないようなので、討論を終結

し、採決いたしいます。 

  議案第47号 平成25年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議あり」と言う人あり〕 

○平山委員長 今回の47号に関して賛成の方の挙手

をお願いします。 

〔賛成者挙手〕 

○平山委員長 挙手多数でございます。 

  よって、議案第47号 平成25年度那須塩原市一

般会計補正予算（第２号）は、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次に、次第にはございませんが、そ

の他で委員の皆様から何かございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 推進課の皆様からその他で何かござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 では、ないようですので、市民協働

推進課の審査を終了いたします。大変お疲れさま

でした。ありがとうございました。 

  企画部全体でその他はございませんかというの

がありました。ごめんなさい。企画部全体でござ

いますか。 

○片桐企画部長 委員の皆さんからいろいろご意見

いただきまして、議案のときもいろいろご意見頂

戴してあります。それらを含めまして、これから

の執行等に当たっては、十分配慮しながら努めて

いきたいと思いますので、よろしくお願いしたい

と思います。 

○平山委員長 よろしくお願いします。 

  それでは、企画部の審査を終了いたします。大

変お疲れさまでした。ありがとうございました。 

  ここで10分間休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時１４分 

 

再開 午前１１時２８分 

 

○平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務部の審査 

○平山委員長 ここからは総務部の審査となります。 

  審査に先立ちまして、成瀬総務部長からご挨拶

をいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○成瀬総務部長 （挨拶。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務課の審査 
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○平山委員長 それでは、総務課の皆さんのご紹介

をお願いしたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 よろしくお願いします。 

  今回総務課関係の付託案件はございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 総務課の皆さんからその他で何かご

ざいませんか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 では、ないようですので、これで終

了といたします。今後ともよろしくお願いいたし

ます。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３１分 

 

再開 午前１１時３２分 

 

○平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎放射能対策課の審査 

○平山委員長 放射能対策課の皆さんがお見えにな

りましたので、職員の方のご紹介をお願いしたい

と思います。よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 今回放射能対策課関係の付託案件は

ございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木副委員長 （除染について市民からの苦情に

ついて質問） 

○須藤放射能対策課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （除染の効果について質問） 

○須藤放射能対策課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （除染について質問） 

○須藤放射能対策課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （除染希望の数について質問） 

○須藤放射能対策課長 （答弁） 

○成瀬総務部長 （再除染について。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  そのほかございませんか。委員の皆様からない

ですか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 対策課の皆さんからその他で何かご

ざいますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 ありがとうございます。 

  じゃ、ないようですので、これで終了いたしま

す。今後ともよろしくお願いいたします。ご苦労

さまでした。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時４０分 

 

再開 午前１１時４１分 
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○平山委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎財政課の審査 

○平山委員長 財政課の皆様がお見えになりました

ので、審査に先立ちまして職員の紹介をお願いい

たします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  今回財政課につきましては、常任委員会に対す

る付託案件はありませんので、予算審査特別委員

会で審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４７号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○平山委員長 議案第47号 平成25年度那須塩原市

一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。 

  執行部の説明を求めます。 

  課長。 

○八木澤財政課長 （議案第47号について説明。） 

○平山委員長 ありがとうございます。 

  説明が終わりましたので、質疑を許します。 

  鈴木副委員長。 

○鈴木副委員長 財政調整基金で交付金、今幾らあ

るかということと、残高ね。それから、私議員な

んですけれども、ネットはつながっているんです

けれども、ぱっと今幾ら残っているんだろうと思

ったときに、どこにあるのかというのはネットに

載ってますか。今現在タイムリーで。 

○平山委員長 課長、お願いします。 

○八木澤財政課長 現在、24年度末で言いますと50

億2,000万円ほどになってます。その後、５月の

１号補正で住宅の過誤納付金の返還のための議会

を１回開きましたけれども、そちらのほうで

5,100万円ほど取り崩して使っておりますので、

現在は今回の分を入れると、これは49億2,000万

円ぐらいの感じになりますね。そのような状況で

ございます。 

○村松財政係長 残高の決算資料が載ってまして、

ホームページの中に。その中に基金の残高が載っ

ている形になっております。 

○八木澤財政課長 ホームページのほうについては

財政課が所管している財政の状況、決算報告書が

あるんですが、そちらのほうを見ていただくと、

残高が載っているはずなんですが。 

○鈴木副委員長 それは年度末の金額ですか。年度

末ですよね。タイムリーなのはわからない。 

○八木澤財政課長 大体固まったんで載せるんです

が、まだすみません、最新のものにはちょっとな

ってないかと思います。23年度決算のものが載っ

ていると思います。 

○平山委員長 よろしいですか。 

  鈴木副委員長。 

○鈴木副委員長 市のほうとしては補正、予備費と

いう金額のお金がありますよね。それと財政調整

基金というのがあるんですけれども、予備費から

じゃなくて財政調整基金からだと思うんですけれ

ども、そこの考え方というのはやはりどういうふ

うに上げているかということと、それから、財政

調整基金というのは、今どういう考えで幾らぐら

いを持とうとしているのかを２つ。 

○平山委員長 課長。 

○八木澤財政課長 まず、財政調整基金については、

理想的な形で言うと一般会計の予算額の１割ぐら

い持っているといいということなものですから、

現在480億円から組んでいますので、大体いい額
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なのかなという気はしております。 

  それで、もう１点、今回予備費のほうは当初

5,000万円を計上してあるんですね。その中で最

低９月ぐらいまでは何とかそのお金でしのごうと

いう考えを持っておりますので、そういう中でち

ょっと突発的なものがあると、そこから支出する

と。そういう形なので、今回は4,600万円からの

資金が不足するということなので、とても予備費

から出してしまってはもたないということで、今

回4,600万円は取り崩して、そして端数を81万

5,000円だけ予備費のほうを崩させてもらった、

そういう考えでございます。 

○平山委員長 鈴木副委員長。 

○鈴木副委員長 そうすると、今回の4,600万円と

いうのは不足であったということですよね。あく

まで努力目標としては5,000万円の中で抑えよう

としていた。 

○八木澤財政課長 はい。 

○平山委員長 以上ですか。 

  そのほかありませんか。 

  課長。 

○八木澤財政課長 私、ちょっと間違って説明して

しまいました。10％はよかったんですが、予算の

総額ではなくて標準財政規模の10％ということで

す。ちょっと余分には持っている形になっていま

す。 

○鈴木副委員長 じゃ、標準財政規模を一言お願い

します。 

○平山委員長 課長。 

○八木澤財政課長 標準財政規模というのは。 

○鈴木副委員長 金額でいいです。 

○八木澤財政課長 270億円です。 

○鈴木副委員長 じゃ、おかしいですよ。 

○八木澤財政課長 だから、そうすると27億円とい

うことになりますけれども、それで今50億円から

あるので、ちょっと余分に持っているという形で

ありますね。 

○鈴木副委員長 説明を受けたのは、今全体の規模

の１割ぐらい、最初の説明で。理想は標準財政規

模の１割ぐらいが理想だろうと財務課では考えて

いますよと。ちょっと前後するけれども、270億

円ぐらいであれば足りるだろうと一般的には考え

て、今はある程度潤沢にあるように思うんだけれ

ども、そうすると、じゃ何のためにそんなに持っ

ていなければいけないのか。逆に言うと、借金、

市債を返したらいいんじゃないかとか、市債を借

り入れてますよね、何かね。そのときの判断がち

ょっと微妙になってくるんじゃないかと思うんで

すけれども、どうですか、それは。 

○平山委員長 課長。 

○八木澤財政課長 今から四、五年前までは大体20

億円あるかないかぐらいだったんですが、つい２

年前から放射能関係でかなりの歳入が後からです

ね。いただけるような形になりまして、地方交付

税というのがすごく多く入ってきました。そうい

う部分の中で、これからどんなふうな使われ方が、

特に放射能関係の除染とか、そういったものに使

える部分があって、当面の部分はあったんで、財

政のほうとしてはその分はすぐに使わないで、こ

の財政調整基金のほうに計上をしてきたというこ

とがあります。そういう中で財源は41億円ぐらい

しかなかったんですが、今回は９億円近く積みま

して50億2,000万円になっているんですが、そう

いう形で、ここ２年ぐらい前からかなり積んでい

るんで余裕はあるように見えますけれども、それ

以前はそんなにたくさんはなかった状況です。 

○平山委員長 鈴木副委員長。 

○鈴木副委員長 要するに私、最初のちょっと質問

の趣旨で、財政調整基金が幾らぐらいあれば妥当

なのかといったところに対しては、今要するに１



－21－ 

割が理想であれば十分今は奇しくも期せずして潤

沢にある状況だという、そういう考えを持ってい

ますかということで、そういうことですでよろし

いですか。感覚的には。 

○八木澤財政課長 ええ、そういう考え方で。 

○鈴木副委員長 了解しました。 

○平山委員長 ほかに質疑ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 質疑がないようなので、質疑を終了

し、討論を許します。討論ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 討論がないようなので、討論を終結

し、採決いたします。 

  議案第47号 平成25年度那須塩原市一般会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○平山委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第47号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次に、次第にはございませんが、そ

の他で委員の皆様から何かございますか。 

  山本委員。 

○山本委員 （補正予算執行計画書の書き方につい

て質問） 

○八木澤財政課長 （答弁） 

○君島委員 （補正予算について質問） 

○八木澤財政課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （合併特例債等について質問） 

○八木澤財政課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （市債について質問） 

○八木澤財政課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （財政調整基金について質問） 

○八木澤財政課長 （答弁） 

○平山委員長 そのほかありませんかね。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 ないようですので、財政課の審査を

終了いたします。大変お疲れさまでした。ありが

とうございました。 

  昼食のため休憩いたします。 

  午後は１時より開催いたします。よろしくお願

いします。 

 

休憩 午後 零時０６分 

 

再開 午後 零時５９分 

 

○平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎契約検査課の審査 

○平山委員長 契約検査課の皆さんがお見えになり

ましたので、職員のご紹介をお願いしたいと思い

ます。よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  今回契約検査課関係の付託案件はございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

  君島委員。 

○君島委員 （小学校改築工事について質問） 
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○小仁所契約検査課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （小学校改築工事について質問） 

○小仁所契約検査課長 （答弁） 

○鈴木副委員長 （小学校改築工事について質問） 

○小仁所契約検査課長 （答弁） 

○山本委員 （入札について質問） 

○小仁所契約検査課長 （答弁） 

○平山委員長 そのほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 検査課の皆さんのほうからはその他

で何かありませんか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 では、ないようですので、これで終

了いたします。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時０４分 

 

再開 午後 １時０５分 

 

○平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎課税課の審査 

○平山委員長 課税課の皆さんがお見えになりまし

たので、職員のご紹介をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  今回課税課関係の付託案件はございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 それでは、課税課の皆様からその他

で何かございますでしょうか。 

〔「特別ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 じゃ、ないようですので、短い時間

で申しわけないんですけれども、これで終了いた

します。今後ともよろしくお願いいたします。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時０６分 

 

再開 午後 １時０７分 

 

○平山委員長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎収税課の審査 

○平山委員長 収税課の皆様がお見えになりました

ので、職員のご紹介をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  今回収税課関係の付託案件はございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 収税課の皆さんのほうからその他で
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何かございまか。 

〔「特別ございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 じゃ、ないようですので、これで終

了いたします。今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時０９分 

 

再開 午後 １時２１分 

 

○平山委員長 西那須野支所の皆様が見えましたの

で、休憩前に引き続き会議を開きたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎西那須野支所の審査 

○平山委員長 今回、西那須野支所関係の付託案件

はございませんが、担当職員の方にお越しいただ

いております。 

  初めに、玉木支所長からご挨拶をいただきたい

と思います。 

○玉木西那須野支所長 （挨拶。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  続きまして、総務税務課、市民福祉課、産業観

光建設課の担当職員のご紹介をお願いしたいと思

います。よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 職員の皆様からその他で何かござい

ましたら。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 ありませんか、特に。 

  ありがとうございます。 

  ないようですので、これで終了いたします。今

後ともよろしくお願いいたします。 

 

休憩 午後 １時２５分 

 

再開 午後 １時２６分 

 

○平山委員長 塩原支所の皆様が見えましたので、

休憩前に引き続き会議を開きたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎塩原支所の審査 

○平山委員長 初めに、渡邊支所長様からご挨拶を

いただきたいと思います。 

○渡邊塩原支所長 （挨拶。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  続きまして、総務福祉課、産業観光建設課の担

当職員の方のご紹介をお願いしたいと思います。

よろしくお願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 よろしくお願いします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 今回、塩原支所関係の付託案件はご

ざいませんので、次第にはございませんが、その

他で委員の皆様から何かございますでしょうか。 
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  山本委員。 

○山本委員 （塩原地区の観光などについて質問） 

○渡邊塩原支所長 （答弁） 

○山本委員 （塩原地区の観光などについて質問） 

○渡邊塩原支所長 （答弁） 

○平山委員長 ありがとうございます。 

  そのほか委員の皆様から何かございませんでし

ょうか。塩原からせっかく来ていただいているん

で、聞きたいことがありましたらぜひね。一番今

いい新緑を迎えて。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 それでは、塩原支所の皆様のほうか

ら何かこのたびはございませんでしょうか。ＰＲ

でも何でも。ご遠慮なく。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 よろしいですか。 

  じゃ、ないようですので、これで終了いたしま

す。今後ともよろしくお願いします。 

  ここで執行部入れかえのため暫時休憩いたしま

す。 

 

休憩 午後 １時３９分 

 

再開 午後 １時４３分 

 

○平山委員長 お見えましたので、休憩前に引き続

き会議を開きます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局の審査 

○平山委員長 選管・監査・固定資産評価・公平委

員会事務局の皆さんがお見えになりましたので、

初めに、阿久津事務局長からご挨拶をいただきた

いと思います。 

○阿久津選管・監査事務局長 （挨拶。） 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  担当職員のご紹介ということで、今事務局長の

ほうからありましたけれども、自己紹介よろしい

でしょうか。お願いします。 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 今回選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局関係の付託案件はございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様から何かございますでしょうか。 

  山本委員。 

○山本委員 （選挙について質問） 

○阿久津選管・監査事務局長 （答弁） 

○山本委員 （投票所について質問） 

○阿久津選管・監査事務局長 （答弁） 

○平山委員 （期日前投票について質問） 

○阿久津選管・監査事務局長 （答弁） 

○平山委員長 そのほかありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 じゃ、職員の皆様のほうからその他

で何かございますでしょうか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 ありませんか。じゃ、ないようです

ので、これで終了いたします。今後ともよろしく

お願いいたします。ご苦労さまでした。 

  入れかえのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午後 １時４９分 

 

再開 午後 １時５０分 
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○平山委員長 会計課の皆さんがお見えになりまし

たので、引き続き会議を開きたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会計課の審査 

○平山委員長 初めに、大島会計管理者からご挨拶

をいただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○大島会計管理者 （挨拶。） 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

  今回会計課関係の付託案件はございません。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはありませんが、その他で委

員の皆様から何かございますでしょうか。ありま

せんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 それでは、会計課の皆さんのほうか

らその他で何かございませんでしょうか。 

○大島会計管理者 （その他。） 

○平山委員長 ありがとうございます。 

  そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○平山委員長 ないようですので、これで終了いた

します。今後ともよろしくお願いします。ご苦労

さまでした。 

  入れかえのため、暫時休憩です。 

 

休憩 午後 １時５３分 

 

再開 午後 １時５５分 

 

○平山委員長 そろいましたので、休憩前に引き続

き会議を開きたいと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会事務局の審査 

○平山委員長 今回議会事務局関係の付託案件はご

ざいませんが、担当職員の皆さんにお越しいただ

ております。 

  初めに、渡邊事務局長からご挨拶をいただきた

いと思います。 

○渡邊議会事務局長 （挨拶。） 

〔執行部紹介〕 

○平山委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○平山委員長 次第にはございませんが、その他で

委員の皆様のほうから何かございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○平山委員長 職員の皆様のほうからその他で何か

ございますでしょうか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○平山委員長 ありがとうございます。 

  では、ないようですので、これで終了いたしま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 

  ここで議会事務局の皆さんには退席をいただい

て、委員の皆様はこのままお残りください。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 
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○平山委員長 続いて、次第４でその他に入ります。 

  事務局から連絡がありますので、事務局、よろ

しくお願いします。 

○議会事務局 （連絡事項。） 

○平山委員長 何か特別皆様からありませんか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○平山委員長 本定例会における委員会議事日程は

すべて終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は本職が作成し、議長に

提出いたしますので、ご一任くださいますようお

願いいたします。 

  ふなれな委員長で、いろいろ皆様にはお世話に

なりましたけれども、回を重ねているうちになれ

てくるんではないかと思いますけれども、本当に

皆様の協力で無事済ませていただきました。 

  これをもちまして、総務企画常任委員会を閉会

いたします。 

  お疲れさまでした。ありがとうございました。 

 

閉会 午後 ２時０７分 

 




